








〔研究目的〕 

 ハイ・リスク新生児に対する医療は,近年,多くの医療施設で NICU を中心に積極的に行な

われ,ハイ・リスク新生児の救命と心身障害の発生予防に貢献してきている。個々の医療施

設としてだけでなく,地域全体として新生児医療の地域化に成功し,効果を挙げているとこ

ろも少なくない。 

 しかし,ハイ・リスク新生児の管理は新生児医療施設で終わるわけではない。新生児医療

施設退院後に長期間にわたり継続的に管理し,身体発育,精神運動発達,神経学的異常の有

無等をチェックし,必要な事後措置を提供し,健全育成への援助を続けることは新生児期の

医療に引きつづき当然行なわれなければならないことである。継続的な管理により新生児

学の最終的な目標である後障害なき救命が達せられたかどうかを確認していくことは,新

生児期の管理を更に向上させていくためにも必要である。 

 ハイ・リスク新生児の新生児期における管理システムが急速に進歩してきているのに比

べて,施設退院後の継続的な管理に関しては,その体制づくりが遅れていると考えられる。 

 本研究班では今年度は,昨年度にひきつづき新生児医療施設での退院後の管理.継続的管

理における医療施設と保健所の連携.リハビリテーション機関の関与等について検討し,ハ

イ・リスク新生児の継続的管理の地域化の方策を考えることを目的とした。 


